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研究討議 ヒトから教育を問う 

「関係性」に基づく（を通して・目指す）「教育」の可能性 

－「問い」としての言語・ケア・卓越性－                  尾崎 博美 

「教え・育む」と「教わり・育つ」の対立と均衡点 

－ヒトの適応戦略としての教育とその心的基盤－             橋彌 和秀 

「わたしたち」を再考する                           渋谷 亮 

研究討議に関する総括的報告 

     司会：藤田 雄飛 ／ 広瀬 悠三 指定討論：平田 仁胤 

 

課題研究 「教育」をいかに構想するか－『教育哲学事典』の刊行を踏まえて－ 

『教育哲学事典』は知の集積・展示の場か、行為／実践の新たな始まりの場か 

         岡部 美香 

真実に向かう知性－ランシエールの教師論にふれて－           田中 智志  

分析的教育哲学の再評価と展望                        三澤 紘一郎 

課題研究に関する総括的報告                  今井 康雄 ／ 上野 正道 

 

論文 

 ドゥルーズの思想における「愚かさ」の含意 

  －「学習」における反省の働きに着目して－                松枝 拓生 

 

エッセイ 

教育的タクトはいかにして涵養可能か                      村井 尚子 

 

教育哲学を考える 

 即興と主体のポリフォニー                          井谷 信彦 

 

研究状況報告 

 対話型政治教育の意義と課題－九州での実践を踏まえて－ 

    河野 哲也 ／ 大賀 哲 ／ 西山 渓 ／ 小川 泰治 ／ 安本 志帆 ／ 

吉岡 剛彦 ／ 大山 貴稔 

 技術革新が「教養」を変える／「教養」が技術革新を変える 

         松浦 良充 ／ 江口 潔 ／ 間篠 剛留 

 教育における政治的主体の再考－L.アルチュセール思想の再検討を通じて－ 

                   須川 公央 ／ 野見 収 ／ 小玉 重夫 ／ 村松 灯 

「知的徳」と教育をめぐる現代的展開 

                       三澤 紘一郎 ／ 土屋 陽介 ／ 佐藤 邦政 

 

教育哲学会の現在 

「教育哲学的な問いとは何か」       次世代育成企画委員会：大塚 類 ／ 河野 桃子 



書評 

 田中智志著『完全性概念の基底－ヨーロッパの教育概念史－』        菱刈 晃夫 

 Masamichi Ueno (ed.) Philosophy of Education in Dialogue between East and West:  

Japanese Insights and Perspectives.                          鈴木 篤 

 ハンス‐リューディガー・ミュラー著、眞壁宏幹監訳、伊藤敦広・鈴木優・ 

森祐亮・吉弘惇也訳『ヘルダー人間学 その前史と展開－陶冶の感性 

論理学的探究－』                             小野 文生 

 小松佳代子編『アートベース・リサーチの可能性－制作・研究・教育を 

つなぐ－』                              門前 斐紀 

 小玉重夫監修、田中伸・豊田光世編『対話的教育論の探究－子どもの哲学が 

描く民主的な社会－』                          山内 紀幸 

 田中智司著『超越性の教育学』                       森田 裕之 

 

学会報告・第 66回大会報告 

 

英文摘要 

 

 

教育哲学会 


